
そ
の
世
界
更
の
著
作
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
は

歴
史
事
件
そ
の
も
の
を
、
如
何
に
考
へ
て
居
た
か
ご
い
ふ

事
が
次
の
問
題
で
あ
る
。
殊
に
歴
史
事
件
の
獲
生
す
る
原

因
を
如
何
に
六
字
し
た
か
ご
い
ふ
事
は
、
彼
の
研
究
的
態

度
ご
、
並
び
に
彼
の
叙
説
の
態
度
ご
に
聾
す
る
、
根
本
的

与
件
ご
し
て
考
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
黙
で
あ
る
。

　
駐
繍
、
ぎ
ド
◎
同
H
・
　
　
　
　
霰
二
、
§
山
・
。
。
L
9

　
灘
三
、
目
蓉
覧
謬
。
。
・
い
繍
。
。
鵠
卜
い
恩
…
塾
お
…
騨
。
。
↑
。
齢
ρ

國
　
境
　
の

研
　
究
　
m丈

學
士
　
下
　
　
田

禮
　
佐

三
、
言

難口口

　
交
響
機
關
の
進
歩
、
戦
術
の
墾
遷
に
件
ひ
、
大
山
脹
、

大
河
も
障
壁
こ
し
て
の
便
書
を
大
に
減
じ
だ
。
郎
ち
地
交

的
國
境
は
已
に
過
去
の
境
界
で
あ
る
。
言
語
は
之
に
代
る

べ
き
も
の
ピ
し
て
今
正
に
流
行
の
中
心
た
る
観
が
あ
る
。

勿
論
言
語
は
そ
の
分
化
に
つ
い
て
は
前
蓮
の
如
く
氣
候
が

大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
し
、
登
蓬
、
興
ご
に

　
　
　
第
十
雀
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
孫
究

つ
い
て
は
政
治
上
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
こ
ご
が
多
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
言
語
を
以
て
境
界
線
淡
定
の
濁
立
的
、
最

後
的
要
素
ご
は
見
倣
し
が
た
い
け
れ
ざ
も
、
氣
候
、
政
治

そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
言
語
の
分
化
、
登
達
、
興
亡
は
数

百
年
問
℃
起
る
墾
化
で
あ
る
か
．
ら
、
過
去
に
於
け
る
政
治

上
の
衝
突
、
緊
迫
等
に
就
て
は
、
言
語
の
相
蓮
が
直
接
且

つ
第
一
の
原
因
を
な
し
た
こ
ご
が
多
い
の
で
あ
る
。
殊
に

世
界
大
戦
以
來
欧
洲
の
一
般
の
思
想
で
は
、
軍
に
或
る
種

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
断
五
　
（
三
八
三
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

の
言
語
を
話
す
ε
い
ふ
事
實
が
、
そ
の
民
族
の
正
當
な
る

政
治
上
の
蹄
結
を
決
定
す
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
民
族
の

入
種
及
び
租
先
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
ご
し
て
み
る
。

（
1
）

　
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
、
ざ
こ
の
國
で
も
、
二
種

の
言
語
が
用
ひ
ら
れ
る
こ
ご
で
あ
る
○
師
ち
｝
謹
呈
雅
罠
・
。
ヨ

で
あ
る
。
例
へ
ば
我
が
國
で
も
琉
球
や
鹿
児
島
の
人
は
そ

の
方
言
の
外
に
標
準
語
を
解
す
る
。
支
那
は
到
る
塵
方
言

が
蓮
ふ
が
、
官
話
な
ら
か
な
り
動
く
通
す
る
、
又
口
語
で

な
く
丈
語
な
ら
更
に
廣
く
通
す
る
。
米
國
の
如
き
は
、
文

語
に
は
勿
論
英
語
で
あ
る
が
、
各
家
庭
で
は
、
ド
イ
ツ
語

ス
エ
デ
ン
輩
陶
、
ノ
ル
エ
i
甑
陶
、
オ
ラ
ン
ダ
一
端
、
ニ
グ
ロ
瓢
脚

の
轄
説
な
ざ
各
種
の
言
語
又
は
そ
の
轄
交
し
た
語
が
用
ひ

ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
如
き
民
族
の
軍
一
な
國
で
も
、
口

語
こ
し
て
は
各
地
夫
々
特
有
の
方
言
が
あ
る
。
但
し
巌
育

の
普
及
に
由
て
國
民
凡
て
標
準
語
た
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
譲

み
、
書
き
又
解
す
る
こ
ご
が
出
盛
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
同
一
民
族
が
二
種
の
言
語
を
用
ひ
る
に
は
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
儒
峯
二
融
…
　
　
　
四
山
ハ
　
（
一
二
入
四
）

理
由
が
あ
る
。
二
）
交
蓮
の
不
便
、
孤
立
、
隔
絶
に
よ
る
同

；
警
語
の
分
化
。
（
二
）
異
民
族
の
混
合
心
霊
で
あ
る
◎
勿

論
こ
の
二
原
因
共
に
存
す
る
場
合
が
多
い
、
例
へ
ば
支
那

の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
が
、
我
が
國
の
東
北
ご
鹿
見
島
の

方
言
の
相
違
の
如
き
は
主
ご
し
て
（
一
）
に
よ
る
で
あ
ら
う

し
．
米
國
で
各
人
特
有
の
言
語
ご
共
通
の
英
語
ご
が
語
ら

れ
る
の
は
（
二
）
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
り
欧
洲
に
於
て

は
、
民
族
大
移
動
が
重
要
原
因
を
な
し
て
居
る
。
帥
ち
當

時
p
ー
マ
の
軍
隊
や
、
ゲ
ル
マ
ニ
、
ス
ラ
ヴ
、
ア
ジ
ヤ
民

族
な
ざ
の
侵
入
者
が
、
全
虚
血
に
各
種
の
言
語
を
蒔
き
ち

ら
し
た
。
そ
れ
が
中
世
に
な
る
ご
、
民
族
の
移
動
は
少
く

遠
隔
地
こ
の
職
孚
も
稀
で
あ
る
し
、
勿
論
郵
便
や
印
刷
の

方
法
が
な
い
か
ら
文
語
の
廣
ま
る
こ
ご
も
な
く
、
又
文
語

を
用
ひ
る
場
合
は
稀
で
偶
3
書
く
ε
い
へ
ば
、
國
際
的
言

語
た
る
ラ
テ
ン
語
や
ア
ラ
ゼ
や
語
に
よ
る
か
ら
言
語
が
統

】
さ
れ
る
こ
ご
な
く
、
民
族
大
移
動
に
覧
て
バ
ラ
蒔
か
れ

た
各
種
の
言
語
は
無
数
の
方
言
に
分
れ
、
各
町
村
各
特
有



の
方
言
が
あ
っ
て
、
入
々
は
隣
り
村
の
語
も
充
分
解
ら
な

い
こ
い
ふ
有
機
で
あ
っ
た
。
然
る
に
第
十
世
紀
頃
か
ら
一

般
交
化
の
獲
達
、
申
央
集
樫
的
國
家
の
成
立
等
に
由
て
そ

の
中
の
あ
る
方
言
が
、
政
治
、
文
學
、
商
業
及
び
上
流
就

會
の
言
語
こ
し
て
廣
く
用
ひ
ら
れ
、
随
て
他
の
方
言
に
熱

し
て
優
越
的
地
歩
を
占
め
る
こ
ご
、
な
り
、
そ
れ
が
國
家

民
族
の
登
展
ε
共
に
、
盆
々
優
勢
と
な
り
、
遽
に
、
英
獅

佛
の
如
き
座
倒
酌
優
越
な
る
言
語
を
生
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　
か
く
民
族
大
移
動
で
各
地
に
方
言
を
生
じ
た
が
、
叉
近

世
農
村
移
民
に
由
て
、
各
地
に
特
殊
的
言
語
の
集
團
的
斑

黙
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
や
サ
ル
ヂ

ニ
ヤ
に
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
ヴ
ン
ス
の
方
言
の
島
が
出
來
、

バ
ル
カ
ン
の
各
地
に
ル
誓
マ
ニ
ヤ
語
や
、
ア
ル
バ
ニ
や
語

の
斑
黙
が
幾
來
、
1
3
イ
ッ
語
の
如
き
は
東
の
方
遽
く
ヴ
ォ

ル
ガ
河
畔
ま
で
各
地
に
島
を
作
り
、
途
に
今
日
で
は
正
確

な
言
語
上
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
て

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

し
ま
っ
た
。

　
か
く
て
到
る
ご
こ
ろ
に
二
種
の
言
語
が
用
ひ
ら
れ
る
こ

ご
に
な
り
、
郎
ち
上
流
語
、
叉
は
標
準
語
、
文
化
語
ζ
も

い
ふ
べ
き
も
の
が
か
な
う
廣
く
用
ひ
ら
れ
、
各
地
方
に
は

夫
々
下
流
語
方
言
叉
は
地
方
語
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
日

常
使
用
さ
れ
る
、
二
等
方
言
は
、
文
化
語
ご
姉
妹
關
係
の

も
の
も
あ
れ
ば
、
叉
全
く
無
關
係
の
も
あ
る
、
揚
る
地
方

で
は
專
ら
用
ひ
ら
れ
、
特
に
農
村
で
は
殆
ざ
文
化
語
の
存

在
さ
へ
も
知
ら
れ
な
い
程
で
あ
る
が
、
上
流
髄
會
か
ら
は

燈
斥
さ
れ
、
文
章
に
用
ひ
ら
れ
る
こ
ご
は
殆
ざ
な
い
も
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
か
く
て
方
言
又
は
地
方
語
（
＜
O
『
昌
P
O
画
一
9
一
．
Q
e
）
と
も
い
ふ
べ

き
も
の
は
．
元
來
近
隣
の
地
方
語
ご
同
一
語
原
か
ら
分
化

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
欧
洲
邊
で
は
田
舎
を
族
行

し
て
、
例
へ
ば
、
臼
耐
酸
，
寸
止
、
藤
野
な
ざ
の
國
境
を
こ

え
て
も
、
そ
の
國
境
に
よ
っ
て
さ
ほ
ざ
著
し
い
言
語
の
相

違
を
認
め
な
い
○
元
來
文
化
語
又
は
標
準
語
ご
も
い
ふ
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
四
七
　
（
三
八
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
兜
　
　
園
境
の
研
究

ぎ
も
の
（
ρ
雪
塁
】
濁
薦
唇
讐
）
は
、
地
方
語
ご
岡
岬
地
域

の
尉
一
民
族
に
併
用
さ
れ
て
る
る
か
ら
，
必
然
的
に
相
互

に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
た
こ
ひ
雨
者
同
一
語
原
の
言

語
で
な
く
こ
も
、
軍
語
、
登
音
、
文
法
な
ざ
が
混
同
し
、

終
に
は
地
方
語
が
そ
の
里
民
の
文
化
語
た
る
性
質
を
有
す

る
様
に
な
り
、
國
民
的
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
、
時
こ
し
て

は
國
境
に
そ
う
て
相
互
に
異
な
る
言
語
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。
か
く
て
1
3
イ
ッ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
な
ざ
の

ρ
養
一
蕊
営
品
奉
σ
q
。
の
成
立
ご
共
に
、
ド
イ
ツ
語
の
一
方

言
こ
も
い
ふ
べ
き
オ
ラ
ン
ダ
語
や
、
イ
ギ
ソ
ス
の
グ
ー
フ

ッ
ク
語
．
そ
の
他
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
等
に
も
夫
々

く
O
葺
9
ρ
魯
鴨
ピ
霧
ひ
q
§
ぴ
q
O
が
成
立
し
．
そ
の
中
オ
ラ
ン
ダ
語

や
、
フ
レ
ミ
ッ
シ
ュ
語
の
如
き
幾
分
國
民
的
文
化
語
的
の

色
彩
を
有
す
る
に
至
り
、
國
民
的
境
界
線
成
生
の
要
素
こ

な
る
の
で
あ
る
ゆ
東
洋
で
も
久
し
く
漢
語
が
各
民
族
の

α
毎
戸
奏
ポ
回
馨
。
叢
9
¢
9
延
冒
窪
ぴ
q
養
σ
q
o
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
、

そ
れ
が
日
本
語
、
朝
鮮
語
、
虚
幻
語
等
に
甚
大
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
鷺
　
　
　
四
入
　
（
三
八
六
）

及
ぼ
し
た
こ
ご
は
入
の
よ
く
知
る
彪
で
あ
る
。

　
ス
ラ
ヅ
語
属
民
族
に
去
て
は
、
前
述
の
地
方
語
、
文
化

語
の
關
係
が
充
分
進
化
し
な
い
、
蓋
し
文
化
語
又
は
標
準

語
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
、
華
墨
的
勢
力
を
占
め
る
ま
で

に
登
蓬
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
マ
セ
ー
3
ニ
ヤ
の
あ
る

村
で
、
セ
ル
ビ
ヤ
語
、
プ
ル
ガ
ソ
や
語
の
何
れ
の
方
言
が
、

用
ひ
ら
れ
て
る
る
か
は
、
比
々
の
見
解
次
第
で
、
各
民
族

各
我
田
引
水
的
の
解
羅
を
下
す
、
こ
い
ふ
の
は
、
凡
て
の

ス
ラ
ヴ
諸
語
は
未
だ
十
分
分
化
し
な
い
爲
に
、
智
識
階
級

の
潜
は
李
素
用
ひ
る
言
語
の
外
、
多
少
他
の
言
語
を
も
解

し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
国
訴
に
バ
ル
カ
ン
に
於
て
民
族
分

界
線
を
引
く
こ
ご
の
困
難
な
理
歯
で
あ
）
、
政
治
的
擾
観

の
絶
え
な
い
理
由
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
ざ
こ
の
國
に
も
、
上
流
語
部
は
文
化
語

或
は
標
準
語
こ
も
い
ふ
べ
き
9
ぎ
噂
話
謬
σ
Q
奉
鴨
ご
、
下

流
語
、
俗
語
、
方
言
又
は
地
方
語
ご
も
い
ふ
べ
き
く
窪
多

2
冨
ピ
窪
空
お
。
ご
あ
る
。
し
か
し
て
前
者
は
主
と
し
て



都
市
の
上
流
就
會
に
用
ひ
ら
れ
、
官
用
語
、
學
稜
用
語
、

交
書
、
印
刷
、
商
業
、
科
學
、
美
術
等
に
同
一
國
民
の
問

に
一
般
に
逼
癒
す
る
、
数
世
紀
の
間
を
蓮
じ
て
、
大
藩
述

家
に
由
て
登
達
を
途
げ
、
高
等
な
る
思
想
、
困
難
な
る
問

題
も
之
、
に
慌
て
嚢
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
○
そ
の
分
布
も
廣

く
、
時
ビ
し
て
は
世
界
各
地
に
及
ぶ
。
即
ち
國
民
ε
し
て

の
生
活
に
必
要
な
る
方
便
で
あ
る
。
満
て
上
流
温
會
の
者

必
す
之
を
用
ひ
、
そ
の
言
語
を
そ
の
國
の
言
語
ご
し
、
血

中
ざ
こ
に
行
っ
て
も
涌
…
用
す
る
機
に
努
力
す
る
。
之
に
反

し
て
地
方
語
は
、
研
究
に
も
、
勤
行
、
商
業
に
も
役
立
た

な
い
、
場
之
を
研
究
す
る
必
要
も
な
・
い
、
新
聞
雑
誌
に
印

刷
さ
れ
る
こ
ご
な
く
、
特
に
科
學
の
書
物
に
地
方
語
を
使

ふ
こ
ご
な
ご
は
絶
醤
に
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
家
鷹
駒
の

親
し
み
あ
る
言
語
こ
し
て
農
民
の
威
溝
上
棄
て
る
こ
ご
の

覆
來
な
い
も
の
で
あ
る
○

四
、
國
　
民
　
主
　
義

第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
國
塊
の
研
究

　
國
民
主
頭
部
ち
賭
蝕
窪
急
ω
ヨ
。
↓
団
｝
。
琶
。
鼠
宕
毘
？

墨
爲
団
ご
い
ふ
の
は
、
同
一
、
民
族
を
以
て
一
の
國
家
丁
を
紐
・

織
し
よ
う
ご
い
ふ
一
種
の
愛
冠
心
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
國

民
主
義
は
、
中
世
に
起
り
、
封
建
制
度
の
歯
磨
、
肝
入
階

級
め
勃
興
、
印
刷
、
歩
兵
等
に
山
て
盛
に
な
り
、
十
九
世

紀
以
來
は
一
の
戚
惜
、
叉
は
信
仰
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。

各
國
の
所
謂
李
民
が
中
毒
的
の
貧
困
、
無
智
、
不
鴬
な
る

塵
迫
か
ら
脱
却
し
た
こ
き
、
國
民
的
肖
負
心
が
目
努
め
た

そ
の
上
、
各
國
の
上
流
証
會
の
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

惨
忍
に
こ
り
て
、
公
立
學
綾
．
徴
募
愚
な
ざ
を
通
じ
て
、

國
民
間
に
商
民
主
義
邸
ち
愛
國
夢
精
紳
の
鼓
吹
に
努
め
、

以
て
胤
會
組
織
の
急
激
な
る
憂
動
を
阻
止
せ
ん
ご
し
た
の

で
、
敏
育
の
普
及
、
徴
兵
制
度
の
探
嫁
ご
共
に
國
民
主
嚢

は
彌
が
上
に
も
高
潮
に
賑
し
だ
の
で
あ
る
。
國
民
主
義
は

言
語
ご
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
「
國
民
」
ご
は
、
あ

る
言
語
を
話
し
叉
は
書
く
民
族
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
の

理
由
か
ら
い
う
て
．
フ
ラ
ン
ス
の
愛
三
者
「
が
、
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
四
九
　
（
三
入
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

の
天
然
の
野
際
は
、
海
ご
ア
ル
プ
ス
ご
ラ
イ
ン
河
で
あ
る

こ
い
ふ
の
は
、
正
當
ご
は
い
は
れ
な
い
◎
　
　
，

　
こ
こ
に
最
も
注
意
す
べ
き
は
、
國
民
主
義
の
墓
礎
た
る

言
語
は
、
文
化
語
か
、
地
方
語
か
、
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る

…
入
八
○
年
ま
で
は
、
．
各
國
こ
も
上
流
胤
會
が
國
家
及
び

そ
の
思
想
を
指
導
し
、
随
て
逸
民
主
義
ε
い
へ
ば
、
二
化

語
の
行
は
る
、
耀
い
範
園
を
包
括
し
、
大
帝
國
を
作
る
こ

ご
を
狸
想
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
ジ
ー
の

統
一
は
、
文
化
語
を
基
礎
ビ
し
だ
貴
族
的
乱
民
主
義
の
最

後
の
結
果
で
あ
る
。
然
る
に
一
入
八
○
年
以
後
下
流
高
紐

が
政
治
上
に
｛
勢
力
を
占
め
、
随
て
國
民
主
義
も
、
地
方
語

を
基
礎
こ
し
て
大
帝
國
を
漸
次
分
解
せ
し
む
る
よ
う
に
進

ん
で
來
た
◎
そ
の
理
由
こ
す
る
所
は
あ
る
國
民
の
特
有
の

言
語
ビ
い
ふ
の
は
、
下
流
就
會
の
者
が
、
實
際
そ
れ
に
撃

て
白
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
ご
の
出
挙
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
譲
こ
い
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
語
を
基
礎
こ
し

た
國
民
主
義
の
蓮
動
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ロ
ニ
ヤ
、
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
〇
　
（
三
入
入
）

イ
ス
カ
ヤ
、
ア
イ
ル
ラ
ソ
ー
3
、
ベ
ル
ギ
ー
等
に
於
て
盛
で

あ
る
が
、
特
に
東
欧
で
は
、
世
界
大
戦
以
後
、
戦
欝
や
革

命
の
零
露
に
粟
じ
て
、
こ
の
小
國
民
圭
比
比
は
國
民
主
義

の
小
乗
蓮
鋤
ビ
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
、
勢
力
を
得
て
小
猫

響
岩
を
建
て
た
、
蓋
し
東
欧
は
位
置
の
僻
阪
ご
氣
候
の
不

良
こ
の
爲
に
、
文
化
大
に
西
隊
に
誉
れ
、
前
に
も
述
べ
た

如
く
、
あ
る
一
の
文
化
語
が
、
他
の
多
く
の
地
方
語
に
胸

し
て
優
勝
す
る
に
至
ら
な
い
、
そ
れ
で
農
民
の
田
含
語
が

蓬
頭
し
て
、
民
主
的
運
動
ご
相
挨
っ
て
途
に
勝
利
を
得
る

に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
黒
帯
は
地
文
的
障
害
も
な
く
、
封

建
剃
度
の
登
達
し
な
か
っ
た
爲
に
、
早
く
大
國
が
逸
っ
た

が
、
之
等
の
大
國
も
文
化
の
進
ま
な
い
爲
に
、
あ
る
　
の

標
準
語
を
確
立
し
て
、
之
を
交
化
寄
こ
し
て
喚
く
用
ひ
さ

せ
る
こ
ご
が
出
蘂
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
東
蹴
に
於
け
る

文
化
語
不
成
立
の
他
の
「
原
因
は
文
化
語
相
互
間
の
醤
抗

で
あ
る
℃
オ
ー
デ
ル
河
及
び
ア
ー
8
ソ
ァ
海
を
連
ね
た
一
線

以
東
に
於
て
、
文
化
語
こ
し
で
用
ひ
ら
る
、
も
の
が
、
ぐ
ド



イ
ツ
、
ス
エ
デ
ン
、
ロ
シ
ヤ
漸
ボ
｝
ラ
ン
ド
v
ト
ル
コ
及

び
近
年
に
な
っ
て
ハ
ン
ガ
ヲ
ー
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
の
七
種

に
達
し
、
同
一
地
域
に
数
種
の
言
語
が
用
ひ
ら
れ
る
。
例
’

へ
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
學
・
生
は
、
ス
エ
デ
ン
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ロ
シ
ヤ
語
を
使
ふ
Q
故
に
ご
こ
の
國
へ
行
っ
て
も
、

あ
る
一
、
種
の
文
化
語
が
絶
勤
的
優
勝
し
て
み
る
庭
は
な

い
。
　
、
　
　
　
　
、
’

　
然
る
に
東
南
隊
洲
特
に
バ
ル
カ
ン
で
は
、
以
前
の
公
用

語
た
る
ト
ル
コ
語
は
、
丈
化
語
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
る
債
値
が

な
い
の
で
、
そ
の
上
に
山
嶽
重
録
し
て
地
文
的
境
界
が
多

い
爲
に
、
全
く
系
統
を
異
に
し
た
地
方
語
が
相
隣
り
同
志

に
存
在
し
、
そ
こ
で
最
近
数
十
年
間
に
地
方
語
を
基
礎
こ

し
た
小
國
民
が
成
立
し
、
そ
れ
ら
小
國
民
は
文
化
議
こ
し

て
、
僅
に
上
流
胤
會
の
み
に
知
ら
る
、
遠
隔
地
の
言
語
を

・
借
り
て
來
た
、
師
ち
ル
ー
マ
ニ
ヤ
、
ギ
リ
シ
ャ
は
フ
ラ
ン

ス
語
、
セ
ル
ビ
ヤ
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
は
佛
、
猫
爾
語
を
用
ひ

て
み
る
ρ
し
か
し
て
モ
ン
プ
ネ
グ
ロ
ア
膨
バ
ニ
ヤ
に
至
て

　
　
　
箪
、
十
巷
　
　
研
、
究
　
　
國
鏡
の
研
究

は
未
だ
か
、
る
文
化
語
を
必
要
こ
す
る
ま
で
に
交
化
が
登

達
し
て
み
な
い
。

　
か
く
戦
隊
に
於
て
は
、
交
露
語
同
志
の
封
抗
、
近
世
の

殖
民
等
の
爲
に
、
大
抵
の
地
方
に
数
種
の
言
語
が
用
ひ
ら

れ
、
大
ロ
シ
ヤ
を
除
く
外
、
　
一
種
の
言
語
が
優
勝
的
地
位

を
占
む
る
慮
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
人
は
，
各
慮
己

の
最
好
む
言
語
を
基
礎
こ
し
た
國
民
を
組
織
せ
ん
こ
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
東
欧
の
如
く
言
譲
の
混
観
し
旋
慮
で

は
、
階
級
に
由
て
難
民
が
一
分
…
裂
す
る
傾
き
が
あ
る
。
例
へ

ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
し
か
知
ら
な
い
ブ
イ
ン
の
農
民
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
濁
立
を
主
張
す
る
、
勿
論
ブ
イ
ン
ラ
ン

ド
語
が
、
交
學
も
な
く
、
商
業
上
、
學
問
上
不
便
で
も
あ

ま
り
困
ら
な
い
。
之
に
反
し
て
ス
エ
デ
ン
、
ロ
シ
ヤ
、
ド
イ

ツ
等
の
言
語
を
解
す
る
上
流
の
フ
ィ
ン
人
は
、
之
等
の
國

の
一
國
ご
結
合
を
希
望
す
る
、
郎
ち
言
語
の
欝
は
、
階
級

岡
爾
ご
な
る
。
世
界
大
戦
及
び
ロ
シ
ヤ
の
叢
・
命
の
原
因
の

一
は
、
確
に
束
隊
に
於
け
る
文
化
語
と
地
方
語
ご
の
雫
，
印

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
一
　
（
三
入
九
）



第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
饅
境
の
薪
究

ち
上
流
ご
下
流
こ
の
階
級
雫
、
換
言
す
れ
ば
、
大
國
主
義

ご
小
國
主
義
の
雫
に
あ
っ
た
こ
言
へ
る
。
而
し
て
、
そ
の

結
果
は
小
國
主
義
の
勝
利
に
思
し
た
の
で
あ
る
。
協
商
國

が
、
中
隊
同
盟
國
を
破
り
又
は
之
を
無
力
な
ら
し
む
る
に

用
ひ
た
最
も
有
敷
な
手
段
は
、
「
民
族
自
決
」
又
は
「
小
國

民
の
纏
利
」
こ
い
ふ
名
を
以
て
、
ド
イ
ヅ
語
以
外
の
言
語

を
地
方
語
こ
し
て
用
ひ
る
小
國
民
を
離
叛
せ
し
む
る
こ
ご

で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
填
旬
國
を
土
崩
蔦
解
せ
し
む
る

に
は
最
も
有
数
で
あ
っ
た
。
遇
…
激
涙
政
府
が
聯
合
國
を
責

つ
た
と
き
に
、
聯
合
國
は
之
を
ロ
シ
ヤ
に
適
用
し
た
。
ロ

シ
ヤ
の
周
圃
、
ロ
シ
ヤ
に
侵
入
し
得
る
遁
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
、
シ
ベ
ソ
ヤ
、
コ
ー
カ
サ
ス
、
ド

ン
地
方
、
ク
ジ
ミ
ャ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
・
日

ロ
シ
ヤ
、
ソ
ス
ァ
ニ
ヤ
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
、
エ
ス
ト
ニ
ヤ
等

の
小
國
が
組
織
さ
れ
、
所
謂
「
衛
生
線
」
（
○
。
三
。
口
ω
国
学

餌闘

增
j
　
が
赤
色
ロ
シ
ヤ
の
製
図
に
緯
ら
さ
れ
た
Q
筍
も
ロ

シ
ヤ
語
ご
異
な
る
地
方
語
の
用
ひ
ら
る
、
慮
に
は
盤
く
新

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
二
　
（
三
九
〇
）

國
が
繊
來
た
の
で
あ
る
Q
勿
論
之
等
諸
藩
の
多
く
は
い
つ

の
間
に
か
泡
の
如
く
溝
え
去
っ
て
、
そ
の
後
に
は
、
反
古

紙
に
等
し
い
藪
種
の
紙
讐
、
考
筆
意
者
を
喜
ば
す
べ
き
郵

便
切
手
、
ス
タ
ン
プ
及
び
血
痕
を
残
し
か
に
過
ぎ
な
い
◎

然
し
過
激
涙
饗
抗
策
こ
し
て
は
随
分
有
数
で
あ
っ
た
の
で

そ
れ
ら
地
方
の
上
流
就
會
の
者
は
、
モ
ス
コ
ー
の
過
激
涙

の
座
迫
を
免
れ
る
爲
，
に
、
各
爵
分
の
地
方
の
農
民
の
地
方

語
主
義
に
加
逸
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
全
等
小
國
民
に
し

て
西
面
諸
謙
語
を
そ
の
文
化
語
ざ
し
て
採
用
し
な
け
れ

ば
、
過
激
主
義
の
資
本
主
義
化
し
、
イ
ン
’
プ
ソ
ゲ
ン
チ
ア
の

樫
力
の
懐
復
さ
る
、
ご
共
に
、
之
等
地
方
語
を
基
礎
ご
す

る
小
國
は
漸
次
大
ロ
シ
ヤ
の
互
腕
に
抱
か
れ
」
五
年
を
出

で
す
し
て
全
部
ッ
ブ
さ
れ
る
だ
ら
う
ざ
い
は
れ
て
み
る
。
今

已
に
等
身
國
の
取
扱
を
受
け
て
み
る
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

ご
フ
イ
ン
ラ
ン
ー
3
だ
け
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
國
民

主
義
は
世
界
の
地
圖
の
上
に
二
檬
の
作
用
を
し
た
の
で
あ

る
。
郎
ち
一
入
八
○
年
ま
で
上
流
耽
會
が
勢
力
め
あ
っ
π



ご
き
は
、
文
化
語
を
墓
礎
こ
し
て
、
大
國
主
蓑
、
軍
國
主

義
で
あ
っ
た
。
　
一
入
入
○
年
以
後
民
主
主
義
の
総
門
ご
共

に
、
官
民
・
王
義
は
地
方
語
を
墓
礎
ビ
す
る
小
國
主
護
に
墾

じ
、
泄
界
の
大
戦
及
び
ロ
シ
ヤ
の
革
命
に
際
し
、
西
厭
諸

々
は
こ
の
主
義
を
以
て
中
鰍
帝
國
及
び
過
激
主
義
を
崩
壊

せ
し
む
る
第
一
の
武
器
こ
し
て
成
功
し
た
の
で
あ
る
Q
帥

ち
境
界
は
言
語
主
義
か
ら
地
方
語
に
よ
る
國
艮
主
義
に
憂

じ
つ
、
あ
る
。

五
、
文

化

　
丈
化
（
猫
語
野
ぎ
、
）
ざ
い
ふ
の
は
、
富
力
、
信
仰
、
習

慣
、
政
治
上
の
形
式
等
を
い
ふ
の
で
あ
る
G
習
慣
こ
い
っ

て
も
、
衣
食
住
の
習
慣
の
如
き
は
，
概
ね
各
小
婦
域
毎
に

異
な
り
、
叉
は
論
叢
民
の
あ
る
特
殊
階
級
を
通
じ
て
同
一

の
習
慣
が
行
は
れ
、
あ
る
習
慣
に
つ
い
て
境
界
線
を
腓
け

ば
そ
れ
が
互
に
重
な
り
、
又
は
齪
画
し
て
國
境
こ
し
て
の

榎
値
が
な
い
こ
ご
に
な
る
。
反
軍
に
若
し
あ
る
地
域
が
、

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

民
族
的
政
府
及
び
あ
る
文
化
語
で
久
し
一
統
一
さ
れ
て
居

れ
ば
、
そ
の
習
慣
は
求
心
力
に
由
て
統
一
さ
れ
、
そ
の
結

果
論
民
は
凝
集
性
ご
業
績
性
を
得
る
こ
ε
に
な
る
、
故
に

ジ
ル
フ
イ
ラ
ン
は
、
「
二
化
は
國
境
を
作
ら
な
い
が
之
を
強

め
る
」
こ
い
っ
て
居
る
Q
（
団
謹
。
℃
0
9
p
勺
。
霞
凶
6
匙
切
○
戸
5
二
㌣

二
〇
ω
●
娼
○
ま
8
一
巴
。
鵠
o
o
◎
舜
ω
8
謡
ざ
ω
o
讐
　
ぢ
ぷ
｝
ダ

ミ
い
）

　
交
化
の
中
で
も
宗
激
は
最
國
境
に
重
大
な
關
係
が
あ

る
。
ア
ル
バ
ニ
や
人
の
如
く
未
開
人
の
問
に
於
て
は
同
一

部
落
（
Ω
碧
）
の
中
に
、
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
回
駿
徒
ご
耶
蘇

激
徒
が
混
在
す
る
が
如
き
奇
魏
を
呈
す
る
駅
舎
が
あ
る

が
、
第
十
六
、
七
世
紀
の
西
鰍
諸
國
の
交
化
程
度
に
於
て

は
、
宗
論
無
意
識
は
、
駅
家
成
立
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ

た
。
今
日
は
勿
論
零
時
ほ
ざ
宗
観
心
が
熾
烈
で
な
い
か
ら

國
境
成
立
の
要
素
ご
し
て
の
宗
敏
の
意
義
も
大
に
減
じ
た

け
れ
ざ
も
、
爾
白
耳
義
（
加
画
塾
）
が
和
蘭
（
新
毅
）
ご
分
離

し
、
セ
ル
ゼ
ヤ
（
正
距
）
が
久
し
く
ク
ロ
ァ
ー
ト
木
（
加
特

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
憲
三
　
（
三
九
蝉
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
慶
境
の
研
究
．

カ
）
ご
相
反
目
し
、
レ
ソ
ト
入
（
新
敏
）
が
姉
妹
敵
た
る
り

ス
ア
ニ
や
入
（
加
特
力
）
ご
別
個
の
事
業
政
府
を
作
り
、
愛

蘭
の
濁
立
問
題
も
亦
同
歯
人
が
主
こ
し
て
蕪
毅
徒
で
あ
る

こ
ご
が
一
原
因
で
あ
る
等
の
黙
か
ら
、
…
世
界
大
戦
絡
結
の

購
廊
條
約
及
び
そ
の
附
帯
條
約
に
於
て
、
聯
合
國
は
蔭
敵

國
は
勿
論
、
新
興
の
波
蘭
、
チ
ェ
ッ
コ
・
ス
ロ
ヅ
ァ
キ
ァ
、

ル
ー
マ
ニ
ヤ
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
イ
や
等
に
継
し
、
種
族

及
び
言
語
上
少
数
愚
民
の
保
護
を
約
せ
し
む
る
ご
同
時
に

宗
敢
の
自
由
及
び
宗
敷
上
少
数
民
族
の
保
護
を
約
せ
し
め

特
に
、
波
蘭
に
嘉
し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
敢
徒
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ

ヅ
イ
ヤ
、
ブ
ル
ガ
ソ
ヤ
に
就
て
は
回
澱
徒
、
ト
ル
コ
に
就

て
は
耶
蘇
敢
役
の
李
等
自
由
を
約
束
せ
し
め
、
之
等
宗
激

上
の
少
数
民
族
を
國
際
的
保
護
の
下
に
お
い
た
の
は
注
意

す
べ
き
こ
ご
で
あ
る
Q
宗
激
的
意
識
が
國
民
的
に
爾
重
要

な
馬
蝿
あ
る
こ
と
は
之
を
以
て
見
る
こ
ご
が
出
額
る
、
特

に
欧
洲
の
二
流
以
下
の
國
民
間
に
そ
の
意
識
の
草
画
た
る

を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
弟
三
盤
　
　
　
五
四
　
（
三
九
二
）

　
政
治
的
慣
響
師
ち
あ
る
民
族
が
選
ぶ
政
治
上
の
形
式
は

ス
イ
ス
や
北
米
合
衆
國
の
猫
立
の
理
歯
こ
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
中
世
末
期
に
於
て
ス
イ
ス
入
の
好
ん
だ
各
カ
ン
ト

ン
の
民
會
は
二
時
の
欧
洲
の
封
建
的
專
制
政
治
に
心
し
て

著
し
い
封
照
を
な
し
、
確
か
に
ス
イ
ス
の
濁
立
を
理
由
づ

け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
潟
由
磁
心
を
ふ
り
か
ざ
し
た
十
三

州
の
旗
織
は
、
各
種
の
因
習
、
傳
統
、
階
級
に
束
縛
さ
れ

た
欧
洲
の
國
民
に
醤
し
、
濁
立
の
駆
動
が
あ
っ
た
こ
ご
は

う
た
が
ひ
な
い
Q
然
る
に
下
灘
の
方
は
兎
に
面
こ
し
て
、

ス
イ
ス
は
近
世
の
國
家
組
織
の
必
要
上
漸
次
各
カ
ン
ト
ン

の
自
治
罐
を
殺
ぎ
、
近
代
的
の
中
央
集
灌
的
共
和
國
ご
な

う
絡
た
。
し
か
し
て
周
園
の
諸
國
は
漸
次
民
主
的
こ
な
っ

て
、
ス
イ
ス
ご
周
園
の
諸
國
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
失
は

れ
、
ス
イ
ス
は
そ
の
存
在
の
理
山
を
失
ひ
、
「
方
言
語
上

の
關
係
は
そ
の
統
　
王
家
こ
し
て
の
存
在
を
脅
か
し
つ
、

あ
る
。
識
者
が
ス
イ
ス
の
今
後
よ
く
五
十
年
の
除
命
を

保
つ
や
否
や
を
疑
ふ
の
は
理
由
あ
り
ご
す
べ
き
で
あ
る
。



又
あ
る
地
域
が
そ
の
交
化
に
絶
て
他
σ
地
方
に
優
越
す
る

ご
き
は
、
そ
の
地
方
が
全
長
に
謝
し
て
指
導
的
地
位
に
立

つ
、
例
へ
ば
米
國
の
東
北
言
及
び
大
湖
地
方
、
チ
ェ
ッ
コ

・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ヤ
の
ボ
ヘ
ミ
ヤ
、
北
伊
太
利
の
如
き
そ
れ

で
み
る
。
然
し
そ
の
地
域
が
入
口
に
干
て
全
國
人
口
の
絡

頭
に
達
し
な
い
時
は
、
例
へ
ば
、
愛
蘭
の
ア
ル
ス
タ
ー
、
西

班
牙
の
カ
面
詰
ニ
ヤ
、
ヅ
ィ
ス
カ
ヤ
の
如
き
場
合
は
、
他

の
地
方
に
註
し
て
虞
治
を
要
求
す
る
、
蓋
し
政
治
上
の
慮

由
を
求
め
、
他
の
農
業
地
方
の
爲
に
微
牧
さ
れ
る
課
税
の

負
櫃
…
を
免
れ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
。

｛ハ

A
　
政
払
佃
的
圃
回
樒
嘗
脇

　
政
治
的
翼
翼
こ
い
ふ
の
は
何
等
自
然
的
障
害
叉
は
種
族
、

言
語
、
宗
駿
、
慣
総
総
の
理
由
な
く
、
全
く
政
治
上
の
便

宜
又
は
樫
力
に
由
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
近
世
ま
で
、
門

飾
は
主
こ
し
て
之
に
由
て
定
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今

は
か
、
る
境
騨
ゆ
介
は
追
々
整
理
さ
れ
、
特
に
世
界
大
戦
に
由

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

て
、
面
詰
の
政
治
的
國
境
か
ら
成
り
立
つ
前
垂
國
及
び
ト

ル
コ
が
崩
壊
し
て
そ
の
最
後
の
標
本
を
失
っ
た
繹
で
あ

る
。
然
し
極
東
地
方
の
國
境
、
例
へ
ば
シ
ャ
ム
の
東
西
爾

境
、
支
那
ご
ロ
シ
ヤ
、
特
に
樺
太
に
於
け
る
日
露
國
境
の

如
き
は
、
政
治
上
の
便
宜
こ
い
ふ
よ
り
外
説
明
の
方
法
が

な
い
。
政
治
的
境
界
に
も
色
々
の
種
類
が
あ
る
。
（
一
）
帝

國
の
興
壌
即
ち
あ
る
部
族
又
は
民
族
、
黒
黒
が
盛
に
な
れ

ば
征
服
、
買
股
、
併
合
で
國
境
が
進
展
す
る
し
、
衰
頽
す
れ

ば
後
退
す
る
、
支
那
歴
代
の
國
境
は
そ
の
例
で
あ
っ
て
、

支
那
に
は
古
來
一
定
し
た
國
境
は
な
い
の
で
あ
る
、
米
國

の
、
膨
脹
亦
そ
れ
で
あ
る
。
從
來
の
厭
洲
の
國
境
の
移
動

も
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
、
ス
エ
デ
ン
、
デ
ン
マ

ー
ク
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
等
の
盛
変
に
よ
っ
た
こ
ご

が
多
い
。
特
に
東
激
の
地
響
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

國
の
進
退
に
爵
て
幾
度
か
墾
更
さ
れ
た
◎
（
二
）
統
治
上
の

便
宜
又
は
経
接
写
の
利
害
朋
係
に
よ
る
も
の
、
母
家
國
家

が
成
熟
す
れ
ば
、
地
文
的
、
又
は
言
語
、
民
族
、
宗
敏
等

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
玉
五
　
（
三
九
三
）
　
曝



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

に
よ
り
國
境
を
整
理
し
、
國
防
線
を
短
縮
し
、
又
は
天
然

の
障
壁
を
國
境
こ
し
て
三
聖
線
を
固
め
、
軍
一
な
ま
ざ
ま

つ
π
國
家
を
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
開
地
の
拓

殖
、
占
領
等
の
場
合
は
、
實
地
に
探
槍
を
露
な
い
か
ら
、

素
よ
り
か
、
る
境
界
は
駐
留
な
い
、
そ
こ
で
…
箪
に
地
温
上

で
境
界
を
定
め
る
こ
ご
が
あ
る
、
そ
の
時
は
便
宜
上
か
ら

経
緯
線
（
例
カ
ナ
ダ
と
米
國
及
び
ア
ラ
ス
カ
の
境
、
米
國
、

カ
ナ
ダ
の
中
部
、
西
部
諸
勢
、
濠
洲
各
州
の
境
、
樺
太
日

舶路

ﾕ
瓢
随
心
髄
）
あ
る
二
黙
を
〃
結
ぶ
線
（
南
米
、
ア
フ
ソ
カ
各

地
の
境
界
）
、
圓
孤
（
例
威
海
衛
租
借
地
聖
域
勢
力
圏
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

界
）
等
を
選
ぶ
こ
ご
が
あ
る
。
又
軍
事
上
、
経
濟
上
の
理

由
か
ら
、
國
境
短
縮
の
上
刻
に
反
し
て
殊
更
に
牢
二
黒
の
．

突
幽
地
を
作
る
例
は
元
ド
イ
ツ
領
南
西
ア
フ
リ
カ
の
ヵ
プ

フ
ヴ
イ
模
歌
地
（
9
鼠
く
§
喝
壁
、
之
は
ザ
ム
ベ
シ
河
の
可

馬
蹄
に
タ
ッ
プ
す
る
爲
）
、
同
カ
メ
ル
ン
北
部
（
之
は
隊
商

黄
蓮
の
要
地
な
る
チ
ャ
ソ
ー
3
湖
に
達
す
る
爲
）
，
米
國
メ
ー

フ
ー
ラ
ン
ド
州
西
部
（
之
は
拓
殖
の
動
賑
た
る
ポ
ト
マ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
三
九
四
）
　
ゆ

ク
河
の
要
地
を
黙
す
る
爲
）
、
ボ
フ
ヴ
ィ
ヤ
．
の
西
北
部
に
於

て
見
る
こ
ご
が
出
黙
る
。
（
三
）
欧
洲
に
於
て
は
中
・
世
封
建

時
代
の
遣
物
ピ
し
て
あ
っ
だ
小
國
、
飛
地
、
入
り
込
ん
だ

國
境
等
が
漸
次
整
埋
さ
れ
て
軍
一
に
な
つ
「
た
、
そ
の
手
段

こ
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
閣
尊
母
の
振
張
を
行
っ
た
。
こ
の

黙
か
り
云
っ
て
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
が
東
プ
ロ
シ
ャ
を
ド

イ
ツ
の
飛
地
こ
し
た
こ
ご
は
、
強
て
ボ
ー
ラ
ン
ド
に
海
港

を
輿
へ
る
霧
に
無
理
を
し
た
も
の
で
，
明
か
に
現
代
的
國

境
作
製
の
原
則
に
反
し
、
將
來
の
破
綻
の
緒
を
與
へ
た
も

の
で
あ
る
Q
（
四
）
民
族
自
決
主
義
、
即
ち
地
方
語
を
元
こ

し
て
小
國
を
建
設
す
る
こ
ご
は
、
バ
ル
カ
ン
小
民
族
の
唐

治
運
動
及
び
ベ
ル
ギ
ー
の
濁
立
に
始
ま
り
、
世
界
大
載
に

分
て
、
小
國
が
爾
後
の
筍
の
如
く
群
生
し
た
。
大
戦
後
の

境
界
は
主
と
し
て
民
圭
的
民
族
主
義
ご
も
云
ふ
べ
き
艮
族

膚
決
に
由
て
定
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
の
方
法
こ
し
て
、
人

民
投
票
の
如
き
も
の
ま
で
行
は
れ
た
。
之
を
要
す
る
に
、

前
項
（
一
）
に
蓮
べ
た
帝
國
の
登
達
こ
い
ふ
場
合
の
外
、
腕



カ
が
地
圖
の
藩
色
を
愛
更
す
る
場
合
は
比
較
的
少
い
の
で

あ
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ス
パ
ニ
や
等
の
弱
國
の
境
界
が
最
も
安
定
し
て

み
る
こ
ご
を
見
て
も
之
を
知
る
こ
ご
が
出
寒
る
。

七
、
旧

説

　
逸
民
的
結
合
，
濁
立
、
敵
意
等
の
回
想
は
國
民
結
合
の

潜
勢
カ
ビ
し
て
、
何
か
事
が
起
る
と
國
民
の
記
憶
に
呼
び

超
さ
れ
る
。
煽
動
的
の
愛
評
者
、
宣
傳
好
き
の
歴
史
家
は

妾
説
男
前
の
記
録
、
傳
説
等
を
繰
返
し
て
あ
る
民
族
が
嘗

て
同
一
の
國
家
を
組
織
し
、
又
は
あ
る
他
の
民
族
の
爲
に

悲
惨
な
境
涯
に
突
き
落
さ
れ
、
又
は
重
留
の
英
雄
的
行
動

に
山
て
右
書
に
燈
光
の
輝
い
た
こ
ご
を
誇
張
し
、
又
は
英

雄
、
愛
國
者
の
説
話
を
眞
儒
取
り
交
せ
て
語
る
こ
ご
は
東

西
何
れ
の
國
に
も
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
之
等
の
歴
史
、
傳

説
は
小
民
族
の
下
立
の
際
に
そ
め
理
由
ビ
な
る
も
の
で
あ

る
が
、
世
界
大
戦
後
に
曾
て
も
、
ダ
ン
チ
ソ
ヒ
を
ド
イ
ツ

　
　
　
第
十
答
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
完

よ
り
奪
ひ
、

ひ
ら
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ソ
ー
3
の
東
境
を
定
め
る
場
下
等
に
用

八
．
三

種

　
入
種
は
普
蓮
に
は
境
界
成
生
の
重
要
因
子
と
す
る
が
、

私
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
ば
ギ
ル
フ
ィ
ラ
ン
ご
同
標
に
、
民

族
、
言
語
、
慣
習
等
を
除
外
し
て
純
然
た
る
入
種
で
境
界

が
定
、
ま
る
場
合
は
一
極
め
て
少
い
ご
思
ふ
。
隊
洲
に
〃
於
て
、

普
通
チ
ュ
ー
ト
ン
、
ラ
チ
ン
、
ス
ラ
ヅ
等
の
種
族
を
分
つ

の
が
例
で
あ
る
が
、
之
は
入
種
の
差
別
に
あ
ら
す
し
て
、

言
語
、
交
化
、
錘
重
の
相
違
で
あ
る
。
欧
洲
の
相
隣
接
し

て
み
る
國
難
壁
に
は
、
民
族
（
完
註
9
竺
5
、
）
の
差
は
認
め

ら
れ
る
が
入
種
（
戸
9
8
）
の
差
は
分
ら
な
い
。
地
球
上
各
大

陸
夫
々
固
有
の
側
臥
が
あ
る
。
日
本
入
ご
米
國
人
ε
は
入

種
が
著
し
く
違
ふ
、
海
を
隔
つ
る
欝
本
入
ご
支
那
入
、
叉

は
北
虚
幻
ε
南
隊
人
ご
は
人
覆
轍
か
な
）
差
違
が
あ
る
。

然
し
人
種
の
画
一
は
恰
も
氣
候
の
墾
化
ε
同
標
に
漸
移
的

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
七
　
（
三
九
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
，
　
國
境
の
研
究

で
あ
っ
て
、
あ
る
山
脈
や
河
で
全
然
異
な
る
も
の
で
な
い
、

ア
ル
プ
ス
を
隔
て
て
異
な
る
の
は
ラ
チ
ン
系
統
の
言
語
ε

ド
ィ
ッ
系
統
の
言
語
で
あ
る
。
ソ
プ
レ
ー
の
如
き
も
欧
洲

の
人
種
を
僅
か
に
、
地
中
海
系
、
北
方
系
、
東
歓
系
に
分

ち
得
た
“
け
で
あ
る
。
（
巨
魁
。
団
㎞
閑
9
0
＄
，
o
、
H
旨
3
℃
ρ

U
①
孟
お
ご
犀
の
8
。
。
亀
鉗
p
鐸
℃
拶
お
℃
～
ω
い
。
。
）
故
に
人
種

が
國
境
を
定
め
る
こ
い
ふ
の
は
極
め
て
少
な
い
。

九
、
経
濟
上
の
必
要

　
現
代
の
國
民
的
猫
立
に
は
、
海
港
の
必
要
は
勿
論
で
あ

っ
て
、
海
港
を
奪
は
れ
た
ボ
リ
ザ
ィ
ァ
は
チ
リ
ー
ご
塩
煎

が
槻
祀
・
え
な
い
、
ヴ
ェ
ル
晶
ノ
イ
ユ
條
約
、
ナ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン

條
約
等
は
、
多
く
の
國
際
河
川
を
作
て
、
海
港
を
持
た
な

い
國
民
に
海
へ
接
近
す
る
滋
を
與
へ
た
こ
は
い
へ
、
ス
イ

ス
、
オ
ー
ス
ト
ソ
ヤ
、
チ
ェ
ッ
コ
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ヤ
、
ハ

ン
ガ
リ
；
の
如
き
海
港
を
持
た
な
い
國
民
の
あ
る
こ
ご
は

將
來
紛
箏
の
種
を
蒔
い
た
も
の
で
あ
る
。
將
來
商
業
交
通

　
　
　
　
　
　
　
銘
一
二
號
　
　
　
　
　
玉
入
　
　
（
一
二
ふ
ん
山
ハ
）

が
主
ご
し
て
航
室
に
よ
る
場
合
に
は
、
海
港
の
必
要
が
な

く
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
こ
も
近
世
は
、
各
國
民

典
海
港
を
所
有
す
る
様
に
境
界
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
海
港
も
凍
結
し
な
い
、
他
國
か
ら
封
鎖
さ
れ
な
い
自

由
の
海
に
撫
す
る
所
に
設
け
や
う
ビ
し
た
こ
ε
は
、
ロ
シ

ヤ
が
、
バ
ル
チ
ソ
ク
、
地
中
海
、
中
ア
ジ
ヤ
、
極
東
に
於

て
多
年
苦
慮
し
た
所
で
明
で
あ
る
。
ま
た
海
港
を
所
有
す

る
に
就
て
は
そ
の
四
域
に
關
三
線
な
く
、
水
路
ま
た
は
鐵

道
幹
線
の
交
通
を
有
す
る
標
に
國
境
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
Q
樹
國
艮
の
縷
濟
子
猫
立
の
爲
に
、
石
炭
、
石
油
、

鐵
、
食
糧
の
鳶
足
自
給
が
出
講
る
襟
に
境
界
を
作
ら
う
こ

す
る
Q
又
ウ
イ
ー
ン
の
如
き
大
都
會
が
あ
る
こ
す
れ
ば
、

そ
の
工
場
の
製
品
市
場
、
原
料
、
食
糧
の
供
給
地
こ
し
て
相

當
の
地
域
を
國
内
に
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
現

代
の
文
明
國
こ
し
て
は
相
當
の
大
い
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら

諏
、
今
も
世
界
各
地
に
所
謂
像
儒
國
こ
も
云
ふ
べ
き
掌
大

の
國
が
あ
る
。
そ
の
存
在
の
理
由
は
軍
に
人
種
的
特
性
た



る
協
同
心
の
散
如
（
例
中
米
諸
國
）
、
中
世
の
歴
史
的
遺
物

（
例
サ
ン
マ
ソ
ノ
）
、
叉
は
由
間
の
籐
藁
（
例
ア
ン
ド
ラ
）
で

あ
っ
て
、
太
奉
洋
中
の
孤
島
に
櫨
て
御
山
の
大
將
を
極
め

込
ん
だ
酋
長
國
は
十
九
…
世
紀
中
に
凡
て
整
理
さ
れ
、
世
界

大
戦
に
於
て
も
、
モ
ン
プ
ネ
グ
ロ
、
死
レ
ー
ネ
ー
・
甲
立
地
の
！

二
小
國
が
ッ
ブ
さ
れ
た
。
然
る
に
他
方
に
エ
ス
ト
ニ
ヤ
、

ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
、
フ
ス
ァ
ニ
ヤ
の
如
き
小
國
が
創
立
さ
れ
た

の
ば
、
地
方
語
を
國
民
の
基
礎
こ
す
る
こ
い
ふ
理
由
が
あ

る
に
せ
よ
確
に
時
代
錯
誤
で
あ
っ
て
、
「
軍
に
勢
農
ロ
シ
ヤ

を
苦
し
め
る
爲
こ
し
か
思
は
れ
な
い
、
い
つ
れ
之
等
の
小

國
は
時
ご
翌
ハ
に
整
理
さ
れ
て
國
境
が
還
元
さ
れ
る
時
が
來

る
で
あ
ら
う
。
現
代
文
明
の
特
色
は
分
業
で
あ
っ
て
、
分

業
は
専
業
分
化
ミ
綜
合
ミ
に
山
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
國
の
溝
隠
は
こ
の
傾
向
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

、
れ
に
は
他
の
理
由
も
あ
る
、
即
ち
都
市
工
業
の
登
達
の
爲

に
、
都
市
が
昔
の
都
市
國
家
の
如
く
隠
然
た
る
猫
立
の
勢

を
持
ち
。
し
か
し
て
呼
子
ε
も
工
場
主
が
政
治
面
の
勢
力

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
國
境
の
研
究

を
有
す
る
機
に
な
っ
た
の
で
、
之
等
資
本
家
は
、
關
税
線

を
旨
家
製
品
の
勢
力
圏
ご
一
致
せ
し
め
、
薗
家
の
製
品
を

他
の
競
孚
か
ら
免
れ
し
め
や
う
ご
す
る
。
帥
ち
彼
等
は
國

境
を
都
會
か
ら
僅
か
に
数
百
工
に
定
め
よ
う
こ
す
る
の
で

あ
る
。

十
、
結

論

　
以
上
私
の
論
じ
た
慮
を
結
論
す
る
ご
、
國
境
組
成
の
理

由
が
時
代
ご
共
に
著
し
く
墾
て
來
た
こ
ご
が
明
か
で
あ

る
つ
バ
幅
）
鵬
鞄
孚
が
塞
・
甲
に
傭
帆
大
さ
れ
て
か
ち
、
大
山
脈
胆
、

河
心
隔
、
沼
澤
、
森
林
、
更
に
海
洋
す
ら
も
境
界
こ
も
て
の

意
義
を
失
っ
た
、
萬
里
の
長
城
の
如
き
全
く
歴
史
的
遣
物

ε
な
っ
た
。
世
界
大
戦
前
に
全
く
猛
然
的
國
境
を
持
て
居

た
ル
ー
マ
ニ
ヤ
は
、
大
戦
後
に
、
面
積
が
約
三
倍
に
擾
大

さ
れ
、
所
謂
民
族
的
國
家
を
紐
織
し
た
が
、
そ
の
境
界
は

全
然
地
文
上
の
意
義
が
な
い
、
同
様
に
元
天
然
の
障
壁
を

有
し
て
居
た
ハ
ン
ガ
ソ
ー
は
、
戦
後
颪
積
三
分
鴎
に
縮
少

　
　
　
　
　
　
　
錐
三
論
　
　
　
五
九
（
三
九
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
薪
　
究
　
　
國
境
の
研
究

さ
れ
、
そ
の
っ
障
壁
」
を
取
り
除
か
れ
た
。
こ
の
爾
國
の
境

界
は
、
地
文
的
境
界
が
如
何
に
そ
の
意
嚢
を
失
っ
た
か
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。
（
二
）
征
服
、
併
舎
、
買
牧
、
相
績

及
び
先
占
等
は
十
九
世
紀
末
ま
で
國
境
制
定
の
重
要
原
因

で
あ
っ
て
、
特
に
國
境
は
王
朝
の
盛
衰
に
俘
っ
て
進
退
し

元
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
こ
の
傾
向
は
著
し
く
す
た
れ
つ

、
あ
る
。
噛
（
三
）
言
語
の
分
布
を
境
界
ご
す
る
、
帥
ち
、
同

ご
言
語
を
用
ひ
る
民
族
を
國
民
の
基
礎
ご
す
る
こ
ご
は
、

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

民
族
主
義
の
名
の
下
に
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
出
町
、
民
主

主
義
の
勃
興
ご
共
に
盛
に
な
り
、
し
か
も
そ
の
基
礎
ご
す

る
言
語
は
、
交
母
語
か
ら
地
方
語
に
獲
じ
、
随
て
小
國
籏

生
の
傾
向
が
あ
る
Q
こ
の
言
語
分
布
を
境
界
こ
す
る
こ
と

は
、
民
族
自
決
ご
呈
し
て
、
世
界
大
戦
後
の
境
界
劃
定
に

際
し
、
中
欧
同
盟
國
及
び
勢
農
ロ
シ
ヤ
の
領
土
に
回
し
徹

底
的
に
適
用
さ
れ
た
Q
（
四
）
境
界
短
縮
、
帥
ち
領
土
は
成
る

べ
く
ま
ざ
ま
っ
た
形
ご
し
、
飛
地
や
不
二
尊
の
國
境
を
整

理
す
る
こ
ビ
が
最
近
の
傾
向
で
あ
る
が
、
植
民
地
に
は
、

錐
三
軒

山ハ

宦
@
（
一
二
九
入
）

交
蓮
上
、
軍
事
上
の
理
由
か
ら
そ
の
例
外
ご
も
い
ふ
べ
き

不
規
期
の
境
界
が
残
っ
て
居
る
。
只
一
つ
ヅ
ェ
ル
テ
イ
ユ

條
約
が
1
3
イ
ッ
の
警
士
を
爾
熱
し
た
の
は
時
代
錯
誤
で
あ

る
。
今
や
理
想
的
の
境
界
は
至
忠
線
の
短
か
い
圓
又
は
四

邊
形
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
（
五
）
宗
涙
は
文
化
の
登
達
ご

共
に
國
民
の
基
礎
で
な
く
な
り
つ
、
あ
る
、
但
し
今
も
隊

洲
人
の
十
六
世
紀
時
代
の
文
化
程
度
で
あ
る
回
敏
徒
は
之

を
國
民
の
基
礎
ε
し
て
重
要
親
し
て
る
る
、
か
の
回
敷
結

肚
た
る
∩
○
”
旨
鉢
窪
誉
団
の
如
き
は
、
頗
る
強
固
な
團
膿
で

あ
る
。
（
六
）
國
民
的
早
上
は
盆
々
重
要
撃
さ
れ
て
來
た
。

蓋
し
學
稜
激
育
の
…
進
歩
ご
共
に
宣
傳
が
利
く
機
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
（
七
）
人
種
の
差
別
は
國
境
ご
し
て
は
重
要

で
な
い
の
で
あ
る
が
、
之
上
灘
傳
の
爲
に
相
惚
重
要
こ
な

り
つ
、
あ
る
。

　
（
註
）
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